
　
　
　
　
研
究
所
案
内

日
本
水
彩
畫

會

研
究
所

の
こ
と
を
問
合

は
さ
れ

る
人
達

が
多

い
か
ら

、
こ

こ
に
其

内
容

の
一

斑
を
説

明
し

や
う

。
　

　
　

こ
の
研
究
所

の
起

り

は
さ
ほ
ど
古

く
は
な

い
。
明
治

三
十
八
年

七
月
雜

誌

『
み
づ

ゑ
』

を
發

行

し
た

こ
ろ
か
ら

、
素
人

に
繪

を
敎

へ
る
處

に
あ

る
ま

い
か
と

の
問
合

せ
が
澤
山
來

た
。
大

下
氏
は
知

人

や
ら
親
類

か
ら
頼
ま
れ

た

人
達

の
ほ
か

は
自
宅
敎

授

を

し
な

い
。
そ
れ
で

、
繪

を
習

い
た

ひ
と

い

ふ
人

の
た

め

に
敎
場

を
開

い
て
は
ど
う

か
と
丸
山

氏

と
大
下
氏

と

の
間

に

相
談

が
あ
つ

て
、
終

に
そ
の
年

の
十

二
月

か
ら
、
神

田
三
崎
町

の
幼
稚
園

の
敎
室

を
借

り
て
毎

週

土
曜
日

曜

の
兩

日

三
時
間

づ
ゝ

授

業
す

る

こ
と
に

し

た
。
待

ち
設

け

て
ゐ
た
十
數

人

の
會

員

は

こ
ゝ

に
集

ま

つ
て
、
專
ら

鉛

筆
畫

や
室
内
寫

生
を

や

つ
た
。

す

る
と
間

も
な
く
會
場

で
あ

つ
た
幼
稚

園

が
閉
ざ
ゝ

る
こ
と
に
な

つ
た

の
で
今
度

は
東

京

の
眞
中

、
日
本
橋

十
軒
店

の
舊

門
井
學

校

の
二
階

を
借

り
る

こ
と

に
し

て
、

そ

こ
に
引
移

つ
た
。

そ

し

て
土
曜
日
は

や
め

て
日
曜

だ
け
六
時
聞

に
し
た
。

會
員

は
漸
漸
增

し

て

來

る
。
丸

山
大

下
兩

講
師

の
ほ
か

に
、
時
に

は
眞

野
氏

河
合
氏
な

ど
が
補

助

に
來

ら

れ
る
。
朝

一
同
が
集

ま
る
と
、

一
部
分
は
靜

物
寫

生

の
た
め

に
居

殘り
、

一
部
分

は
戸
外
寫

生

に
出
掛

け

る
。
近
く

は
丸

の
内

九
段

の
あ
た

り
遠

く
は
綾

瀬
向
島

品
川
大
森

の
方

に
ま
で

も
出
か
け

た
。
熱

心
な
會

員

は
面
白

い
や

う

に
技

が
進
歩
す

る
。
會

場

ヘ
は

三
里
も

あ
る
練

馬
村

あ
た

り
か
ち

、
朝

早
く
缺

か
さ
ず
來

る
人

さ

へ
あ

つ
た
。

集

ま
る
人
達

の
多
く

は
學

生
で

あ

つ
た
。

だ
ん
だ
ん
畫

の
事

が
解

る
に
從

つ
て
、
專
門

に
や
り

た

ひ
と

い
ふ
人
が
出
來

る
。
各
地

か
ら
畫

を
習

ふ
目

的
で
尋

ぬ

て
來

る
人
も

あ

る
。
父
兄

か
ら

將
來

を
頼
む
で
來
・る
人

も
あ

る
。

專

門

に
や
う
う
と

い
ふ
人
達

は
、
太

平
洋
畫

會

な
り

白

馬
會

の
研
究
所

ヘ

入
學

さ
せ

て
不
相
變

日
曜

日
だ
け
講
習
所
で

面
倒
を
見

て
ゐ
た
が
、
そ

の

頓

の
各
研
究

所

は
今

の
や
う

で
な
く

て
、
秩
序

が
立
た
す
隨

分
亂

暴

な
も

の
で
あ

つ
た

の
で

、
そ

の
や
う
な
處

へ
態

々
頼
ま

れ
た
若

い
人
達
を
入
れ

て
置
く

こ
と

に
つ

い
て
は

、
講
師
達

も
少

な
か
ら

ず

心
配

を
し
た
。
そ
れ
で

こ
の
や
ケ
に
專
門

を
志
す
人

も
多

く
な
り
、

又
將
來

見
込

の
あ

る
人
達
も

少
く

な

い
か
ら

、
吾

々
の
手
で
眞

面
目
な
質
素

な
、
一

の
主
義

あ

る
堅
實

な
研
究

所
を
設
け

や
う
で

は
な

い
か
と
の
相
談

か
成
立

し
た
。
幸

ひ
講
習

所
で

の
収
入

た

る
授
業
料

は
、

一
年
あ
ま

り
其
儘
積

ん
で
あ

つ
た
か
ら
、

そ
れ

を
基
本

と

し
て
資

金
を
集

め
る
こ
と
に
し
た
。
吾

々
は
無
償

で
寄
附

金
を
受

け

る
こ
と

は
快

よ
し
と
し

な

い
、
寄

附

の
金
額

に
應

じ
て
自
分
達

の
製
作

を
頒

た
う
と
、

こ
れ
が
講
師
達

の
意

見
で
あ

つ
て
早
連
印
刷
物
を

知

友

へ
廻
し
た
。
東
京
市
内

や
近
縣

は
勸

誘

に
も

出
か
け
た

。
紹
介
状

を

貰

つ
て
ゆ
く

と
、
保
險

會
社

の
も

の
と
間
違

ヘ
て
無
禮
な
態

度
で
門
前
拂

を
喰

は

せ
ら
れ

た
こ
と

も
あ
る

、
物
貰
視

し

て
僅

か
ば

か
り

の
金
を
紙

ヘ

包

ん
で
出
さ
れ
た

こ
と

も
あ
る
。

丸
山
氏

の
如

き
は

、
屡
々

憤
慨

し

て
、
そ

れ
等

の
人

々
は

理
を
説

ひ
て
争

ひ
紙
包
な

ど
突

返
し
た

こ
と
も
あ

つ
た
。
　

か

つ
て
逢

ふ
た

こ
と

の
な

い
屈
辱
さ

へ
も
恕
ん
で

、
漸
漸

豫
想
近

く

の
資

金

を
得

た
。
そ
れ

に
對

し

て
送

る
繪

の
爲

め
に
、
實

に
永
年
畫

き
溜
め

た
多

く

の
苦

心

の
作

は
殆

ど
影
も

な
く
、
其

上
幾

十
枚

か
を
忙

し

い
中

に
畫

い

た

の
で
あ

つ
た

。
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　



知
友

の
同
情
好
意

そ
れ
等
は
、無
事

に
敷
地
も
建
物
も
完

ふ
せ
し
め
て
、小

さ
く
は
あ
る
が
、
水
道
も
瓦
斯
も

つ
い
て
ゐ
る
模
範
的

の
研
究
所
が
出
來

た
。
そ
こ
は
小
石
川
水
道
端

の
静
か
な
通
り
で
そ
し
て
電
車
に
も
近

い
よ

い
場
所
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　

か
つ
て
幼
稚
園

に
産
聲
を
擧
げ
た
水
彩
畫

講
習
所
は
、
四
十
年

の
九
月
、
日

本
水
彩
畫
會
研
究
所
と
名
稱
が
更
ま
つ
て
、
新

に
專
門
に
學
ぶ
生
徒
を
募

つ
た
。
爾
來
星
霜
こ
こ
に
四
年
幾
多
の
秀
才
は
此
中

に
在

つ
て
日
毎
夜
毎

研
究
た
餘

念
が
な

い
。
ま
た
ア
マ
チ

ユ
ア
の
た
め
に
、
目
曜

の
課
業
も
其

儘
殘

し
て
あ
る
。

研
究
所
の
規
定
は
左

の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　

日
本
水
彩
畫
會
研
究
所
規
定

　
　
　
　
　
　

目
　

　

的

（
い
）
當
研
究
所

ハ
主
ト
シ
テ
水
彩
畫

及
應
用
美
術
ニ
關

ス
ル
意
匠
畫
ノ
專

門
敎
育

ヲ
施

シ
、
併

セ
テ
業
務
ノ
傍
ラ
水
彩
畫

ヲ
學

バ
シ

ト
ス
ル
者

ノ
爲

メ
ニ
短
期
修
業
ノ
道

ヲ
與

へ
懇
切
ニ
敎

授

ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

　
　
　
　
　
　
學
　

　

　
料

（
ろ
）
常
分
左
ノ
學
科

ヲ
設

ク

黑
繪

水
彩
畫

パ
ス
テ
ル
意
匠
圖
案
畫

毛
筆
線
畫

透
視
畫

法
美
術
解
剖
學
其

他
畫
學
上
ニ
關

ス
ル
講
話
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　

　
授

業

日

（
は
）本
科
研
究
時
間
ヲ
午
前
及
夜

ノ
ニ
部

（各
四
時

間
）
ト

シ
臨
畫
、
石

膏
像
寫

生
、
人
體
寫

生
等
ヲ
ナ
サ

シ
ム

（
に
）
別
科

ハ
毎
週
日
曜
日
ノ
ミ
午
前
午
後

ヲ
通
ジ
テ
六
時
以
上
臨
畫

、
石

膏
像
寫

生
、
風
俗
寫

生
、
靜
物
寫
生
、
景
色
寫

生
等
ヲ
研
究

セ
シ
ム

（
ほ
）毎
月
第
四
日
曜
日
三
時
間
透
視
畫

法
、
解
剖
學
其
他

ノ
講
話
及
ビ
景

色
寫

生
ノ
批
評
ヲ
ナ
ス

（
本
科
別
科
共
必
ズ
出
席

ス
ベ
シ
）
同
日
午
後
月

次
會

ヲ
開
ク

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　
　
　
　
　　

修

業

年

限
　

　
　
　
　

（
へ
）本
科
業
修
年
限

ヲ
五
ケ
年
ト
ス

（
と
）別
科
修
業
者

ハ
年
限
ヲ
二
ケ
年

ト
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
修

業
證

書

規
定
ノ
學
科
ヲ
修

メ
タ
ル
モ
ノ
及

ビ
講
師

ニ
於
テ
其

レ
ト
同
等
以
上

ノ
力

ア
リ
ト
認
メ
タ
ル
モ
ノ

ニ
ハ
卒
業
製
作
ヲ
徴

シ
其
結
果

ニ
ョ
リ
修
業
證

書

ヲ
授
與

ス
可
シ

　
　
　
　
　
　

入

學

手
續

（
ち
）
入
學
志
望
者

ハ
入
學
願
書
及
履
歴
書
ヲ
出

シ
許
可
ヲ
受
ケ
タ

ル
モ
ノ

ハ
規
定
ノ
記
各
料
、其
月

ノ
所
費
、及
び
保
證

人
連
署
ノ
在
學
證
書

ヲ
差
出

ス
可
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　

學
　
　
　
　
費

（
り
）
學
費
ハ

左
ノ
如

シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
科
、
午
前
ノ
部
　
記
名
料
金
三
圓
所
費

一
ヶ
月
壷
圓
貮
拾
錢
　
　
　
　

本
科
、
夜

ノ
部
　
記
名
料
金
三
圓
所
費

一
ケ
月
金
壹
圓

人
體
寫

生

ノ
時

ハ
別
ニ

モ
デ
ル
費

ヲ
徴

ス
ベ
シ
　
　
　
　
　
　
　

別
科
、
日
曜
日
ノ
部
　
記
名
料
金
壹

圓
所
費
一

ケ
月
金
七
十
錢

　
但
各
科

ヲ
通
ジ
テ
毎
月
十
六
日
以
後
ノ
入
學
者
ニ

ハ
其
月
ニ
限
り
所
費

　

ヲ
半
減

ス



（
ぬ
）
敎
場

ニ
要

ス
ル
修
業
用

ノ
器
具
及
清
耗
品

ハ
凡
テ
研
究
生

ノ
負
擔

ト

ス
　　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
費

ハ
毎
月
五
日
迄

ニ
必
ズ
納
付

ス
可

シ
　
　
　
　

別
科
生

ニ
シ
テ
本
科

ニ
移

ル
時

ハ
更

ニ
記
名
料
追

加
金
貮
圓
ヲ
納

ム
可

シ

　
　
　
　
　
　
休
　

　

日
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

本
科

ハ
毎
週
日
曜
日

各
科
ヲ
通
ジ
テ
大
祭
祀
日
及
七
月

二
十
五
日

ヨ
リ
九
月
十
日
迄
、
十
二
月

二
十
日

ヨ
リ

一
月
十
日
迄
ト
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

研
究
生
心
得

研
究
生

ハ
品
行
方
正

ナ
ル
可
キ

ハ
勿
論
授
業
中

ハ
靜
粛

ヲ
旨

ト
ス
可
シ

授
業
中

ハ
敎
室
ニ

於
テ
喫
咽
及
飲
食

ス
ル
「
ヲ
禁

ズ

　
　
　

以
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

（
い
）及
（
ろ
）
に
は
水
彩
畫

と

い
ふ
こ
と
を
明
記
し
て
は
あ
る
が
講
師
は
何

れ
も
油
繪

に
經
驗

が
あ
り
、
ま
た
深

い
素
養
を
持

つ
て
居
ら
る
ゝ
方
が
あ

る
の
だ
か
ら
望

に
よ
つ
て
は
油
繪

の
研
究
を
も
許
す
し
、
ま
た
現
在

の
生

徒

の
中
に
て
も
油
繪
寫

生
を
盛
ん
に
や
つ
て
ゐ
る
人
も
あ
る
。
併
し
大
體

の
趣
旨
は
水
彩
畫

の
發
展
進
歩
が
目
的
で
、
將
來
そ
の
方
面
に
從
事
す
る

人
を
養
成
す
る

の
で
あ
る
。

墨
繪

は
す
べ
て
の
繪
畫

の
基
礎
で
あ
る
か
ら
、
本
科

の
生
徒
は
不
殘
毎
日

木
炭
を
手
に
し
て

一
生
懸
命
に
研
究
し
て
ゐ
る
。
パ
ス
テ
ル
を
學
ふ
人
、

圖
按
を
學
ぶ
人
或
は
毛
筆
線
畫

を
學
ふ
人
に
も
、
同
じ
く
こ
の
課
程
は
踏

む
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
。
　
　

（
は
）
本
科
午
前

の
部
又
は
夜

の
部
に
入
學
す
る
人
は
、
カ
ル
ト
ン

（厚
い

ボ
ー

ル
紙

二
枚

を
書

物

の
表
紙

の
や
う

に
合

せ
て
も
よ

ろ
し

い
、
ク

ロ
ー

ス
付

の
出

來
合

の
品

は
文
房
堂

其
他

の
繪

具
屋

に
あ

る
新
入
學
者

に
は
割

引
券

を
あ
げ

る
）
一
個

、
紙
狭

み
二
個

（
大
き

い
程
よ

い
）
木
炭
若
干
（
一
ダ

ー

ス
宛
箱

入

に
な

つ
て
ゐ

る
、
舶
來

の
方

が
よ

い
、
硬
さ

は
中
位

ひ
が
使

ひ
よ

い
）
木

炭
紙
若

干

（
一
時

に
十
枚
位

ひ
求

め

て
重

ね
て
置
く

と
よ

い

白

い
地

の
厚

い
も

の
が
よ

い
）
、
畫
架

一
個

（
畫
室

用

の
大

き
な

も

の
で
、

研
究

所

の
近
處

の
指

物
屋
で
作

る

一
個

五
十
錢

位

い
、
當

分

は
研
究
所
で

借
り

て
も

よ

い
）
以

上
の
道

具
を
用
意

し
な

く
て
は
な
ら
ぬ
。
そ

れ
等

は

實

物
を
見

る

の
が

一
番
解

し
易

い
か
ら
前

に
研
究

所

へ
來

て
参
觀

す

る
が

よ

い
。
（
但
人
體

部

の
参
觀

は
許

さ
な

い
）

研
究
所

は
す

べ
て
板
敷
で
稽

古
を
す

る
時

は
起

立

し
て
や
る
時
も
あ

り
腰

を

か
け

る

の
も
あ

る
又
は
座

し
て
す

る

こ
と
も
あ

る
。
座

す
る
時

に
は
小

き
な
薄
綠

が

用
意

さ

れ

て
あ

る
が
特
別

に
座

布
團

を
持
参

も

し
て
も

よ

い
。
　
　
　
　
　
　
　

寫
生

の
出
來

る
人
は
、
入
學
直

ち
に
簡
單

な

石
膏

胸
像

を
畫

か
せ
る
。
極

々

初

め
て

の
人
に
は

二
三
枚
模
寫

を
や
ら
せ

る
。
摸
寫

は
何
日
か
ら
で

も
差

支

な

い
が
寫

生
は

一
個

の
モ
デ

ル
に
對

し

て

一
週

間
と
極

ま

つ
て
ゐ

る
。
　

月
曜

日

に
始

め

て
土
曜

日

に
終

る

の
で
あ

る
。

胸
像

の
寫
生

が
充

分
出
來

る
や
う

に
な

る
と
立

像
を

や

ら
せ
る
。

か
う
し

て
早

い
人
は

一
年

程
、
遲

い
人
で

も

二
年
位

ひ
や

つ
て
ゐ

る
う

に
は
、
其

技
倆

に
よ

つ
て
人
髄
部

に
廻

さ
れ
る

。

夜

の
部
も
手
順

は
同

じ
で
あ

る
が
、
午
前

の
や
う

に
毎

日
モ
デ

ル
が
來
な
。

い

一
ヶ
月

に

一
週

間

だ
け

コ
ス
チ

ユ
ー

ム

（
着

衣
人
物
寫

生
）
が

あ
る
。
時



と
し
て
裸
體

も
使

ふ
が
、
平

日
は

い
か
に
伎
倆

が
あ

つ
て
も
石
膏

像

の
寫

生
だ
け
て
あ

る
。

そ
れ
ゆ

ヘ
人
燈
寫

生

の
、力

の
あ

る
人
達

は
な

る

べ
く
午

前

に
來

る
事

と

し
た
方

が
よ

い
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

人
體

部
で

も

一
ケ
月

に

一
週

間
だ
け
は

コ
ス
チ

ユ
ー

ム
を

や
ら

せ
る
。
人

體
部

の
人
で

二
年
も

や
る
と
着

色
を
許
さ

れ
る
が

こ

の
コ
ス
チ

ユ
ー

ム

の

時
は
、
着
色

を
許

さ
れ
ぬ
人
達

で

も
色

で
畫

い
て
よ

い
こ
と

に
な

つ
て
ゐ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本

科

に
は
、

毎
年

一
二
回

コ
ン
ク
ー

ル
、
（
竸
技

）
が
あ

る
。
敎

師

は

二
三

ケ
月
前

か
ら
優
等
な
作

に
印
を

つ
け

て
置

て
、
之
れ
を
集

め

て
等

級

を

つ

け

る
。

一
等

か
ら

三
等
迄

に
は
木
炭
紙
其

他

の
賞

が
出

る
。
石
膏

部

か
ら

人
體

部

へ
廻

る
の
も
多
く

此
時
で

あ

る
。
　
　

　
　

　
　

　
　

本

科

の
敎

師

の
見
巡

る
日
は
、
毎
水

曜
日

と
土
曜

日
で
、
水
曜

日

に
は
專

ら
輪

廓
を
見

る
。
敎

師
は
午
前

も
夜

も
大

下
氏
で
あ

る
。

土
曜

日
は
濃

淡

及
繪

の
出
來

上
り

を
見

る
の
で

、
午

前
は
岡
氏
夜

は
永

地
氏
で
あ

る
。

（
に
）
は
毎
週

日
曜
日

（
第

四
日
曜

を
除
く

）
午

前
九
時

か
ら
夕
方
迄
授
業

す

る
。
此
科

は
專
ら

ア

マ
チ

ユ
ー
ア
の
爲

め

に
設
け
ら

れ
た
も

の
で
あ

る

が
本
科
生
で
兼
修

す
る
人
も

あ
る
。
極

め

て
初
學

の
人

に
は
鉛
筆
畫

を
描

か

せ
る
、
臨
本
模
寫

か
ら
石
膏
寫

生
位
迄

さ
せ
る
。
次

は

一
色
畫

を
少
し

描

か
し

て
後

ち
着
色

に
移

る

の
で
あ

る
。
天
氣

の
よ

い
時
は
多
く
戸

外
寫

生
を

す

る
が
、
初
學
者

又
は
望
に

よ

つ
て
は
靜

物
寫

生

も

や
ら

せ
る
。
敎
師

は
磯
部
氏

大

下
氏
眞
野
氏
等

の
う
ち
出
席

さ
れ

る
、

第

一
及
第

五

日
曜

は

赤

城
氏
松
山

氏
等
が

見

る
こ
と

に
な

つ
て
ゐ

る
。

（
ほ
）
第

四
日
曜
日

の
午
前

に
は

、
眞

野
氏

の
透
視
畫

法

講
話
が
あ

る
。

そ

れ

の
無

い
時

は
、
午

後

に
他

の
講

師

の
講
話
が

あ
る
。
解
剖
學

は
今
適
當

の
敎
師
が
無

い
の
で
缺

け

て
ゐ
る
が
、
参

考
書

が
あ
る
か
ら
自
修

は
出
來

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後

か
ら
は

一
ケ
月
間

の
全
生
徒

の
水
彩

及
鉛
筆

の
寫

生
畫

を

陳
列
し

て

批

評
會

を
開
く

。
生
徒

は
雨
さ

へ
降
ら
な

け
れ
ば
、
毎

日
午

後
は
寫

生

に

出
掛

け

る
の
だ
か
ら
多

い
時

は

二
百
枚

も
研
究

し
た
作

が
集

ま

る
。
そ
れ

を

各
講
師

と
折

々
招

待
す

る
戸
張
藤
島

織

佃
等

の
諸

氏
が
親
切

に
批
評

せ

ら

る
る

。

こ
れ
は
各
科

の
生
徒
が
是

非
出
席
す

る

こ
と

に
な

つ

て
ゐ

る
、

自

分

の
作

を
出

さ

ぬ
時
で

も
他

人

の
批
評
を
聽

く

こ
と
は
頗

る
有
益
で

あ

る

の
で
、

い
つ
も
五

十
人
位

ひ
は
集

ま
る
。
出

品
畫

に
は
其

成
績

に
よ

つ

て
時

に

三
四
等

迄
賞

の
出

る
こ
と
が
あ

る
。
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

批
評

が
す

む
と
簡
單

な
講

話
が
あ

つ
て
、
次

で
茶

話
會

が
開

か
れ

る
。
銘

酩

隠

し
藝

な
ど

が
出

て
大

に
賑

ふ
。
特

に

一
月

は
新
年
會

を
兼

ね
て
頗

る

盛

ん

に
遊

ぶ

例

に
な

つ
て
ゐ
る
。
　
　

（
へ
）
修
業
年
限
は
假

り

に
五
ヶ

年

と
な

つ
て
は

ゐ
る
が
、
繪
畫

の
修
業

に

何

時
迄

と

い
ふ

こ
と
は
無

い
、
こ
ゝ

に
は
文
部
省
展
覽

會

の
如
き

、最

高

の

鑑

査

に
合
格
す
る

作
を
出
す

程
度
で
、
眞

面
目

に
勉
強

し
た
ら
、
普

通

三

四
年
で
其
位

ひ

の
力
は

う
く

。

五
年

も
や
れ
ば
賞
を

取
る
位

ひ
に
は
な
れ

る
。
文
部
省
展
覽

會

で
賞

を
取

つ
た
人

に
は
、
研
究
所
で

は
特
待
生

と
し

て

一
ケ
年

間
所
費
を
免

ず

る
こ
と

に
な

つ
て

ゐ
る
。
ま
づ
此
位
ひ
が
卒
業

程
度

で
あ

る
。

（
と
）
別
科

の
方

は
、
毎
週

日
曜
日

に
必
ず
來

て
、

二
年

も
勉

強

し
た

な
ら

百
枚
近
く

の
繪

が
出
來

る
。

百
枚

も
眞

面
目
な
研
究
を
す
れ

ば
、
通

例
素



人
と
し
て
耻
か
し
か
ら
ぬ
製
作
が
出
來
、
公
開
の
展
覺
會

へ
出
品
す
る
位

ひ
の
力

は
得
ら
れ
る
、
そ
れ
が
程
度
に
な

つ
て
ゐ
る
。

（
ち
）
別
に
書
式
が
極
ま

つ
で
ゐ
な

い
、
適
宜
で
よ

い
、
保
證

人
は
東
京
市

内
在
往

の
人
で
あ
れ
ば
よ

い
。
　

（
り
）
人
體
寫

生
部
か
ら
モ
デ
ル
料
と
し
て

一
ヶ
月
金
参
拾
錢
を
徴
集
す
る

定

め
に
な

つ
て
ゐ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
ぬ
）器
具
と

い
ふ
は
前
記
の
畫
架

や
カ
ル
ト
ン
の
類
を
指
す
。
消
耗
品
と

い
ふ
の
は
毎
日
使
用
す
る
パ

ン

（
木
炭
畫

の
修
正
に
必
要
）
と
土
曜
日
に

使
用
す
る
木
炭
畫

の
定
着
液

の
代
で
、

一
ヶ
月
金
二
十
錢
程
で
あ
る
。
他

に
各
科
生
共
月
次
會

々
費
と
し
て
、
所
費
と
共
に
毎
月
金
十
錢
を
納
む
る

こ
と
に
な

つ
て
ゐ
る
。

こ
れ
は
毎
月
幾
分
か
を
積
立
て
ゝ
春
秋

の
寫
生
會

に
銘

々
の
負
擔
を
輕
し
す
る
方
法
を
と
つ
て
ゐ
る
。
　

以
上
で
規
定

の
説
明
は
盡
き
た
。
こ
の
研
究
所
は
、
幸

に
發
起
者
の

理
想

め

如
く
生
徒
は
極
め
て
堅
實
な
覺
悟
を
以
て
、
脇
目

も
觸
ら
ず
勉
強
し
て

ゐ
る
。
そ
し
て
生
徒
相
互

の
問
は
、恰
も

同
胞
の
如
く
睦
ま
じ
く
實
に
和
氣

靄
々
た
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
研
究
所

の
經
營

は
漸
次
此
會

の
出
身
者

に

譲

る
仕
組
で
あ
る
か
ら
、
生
徒
自
身
も
銘

々
自
分

の
も
の
ゝ

や
う
に
思

つ

て
ゐ
て
、
愛
會
心
は
甚
だ
強

い
。
若

し
今

の
儘
で
進
む
で
ゆ
つ
た
な
ら
早

晩
美
術
界

の
一
大
勢
力
と
な
る
こ
と
は
疑
な
き
事
實
で
あ
ら
う
。

研
究
所
の
現
在
生
徒
は
本
科
午
前
人
體
部
十
餘
名
石
膏
部

二
十
名
程
、
夜

の
部
十
名
、
別
科
十
餘
名
で
、
全
體
で
六
十
名
程
で
あ
る
。
各
科
共
猶
多

少

の
餘
席
は
あ
る
が
、
も
と
も
と

小
さ
な
建
物

で
み
る
か
ら
此
上
澤
山

の

人

の
収
容
は
出
來
な

い
。

在
★
生

徒

の
研
兜
方

法

は
學
校

で

の
デ
ッ
サ

ン
を

や
る
時

模
寫

や
石
膏

部

で

は
、

モ
デ

ル

に
一

分

一
厘
間
違

は
な

い
と

い
ふ
や
う
に
嚴

し
く
稽

古
を

さ

せ
、漸
く

進
む

に
從

つ
て
、
モ
デ

ル

の
感
情
を
描
出
す

る
や
う

に
導

い
て

ゆ
く
。
午
後

の
時

間
は
、
銘

々
寫
生

に
出

る
。

こ
れ

は
全
く
自

由
で
、
各

自

の
個
性
を
奪

重
し
、
描
法
其

他
に
は
少

し
も
干
渉
す

る

こ
と
な
く
、
思

ひ
思
ひ

の
仕
事

を

や
ら

せ
て

、
月
次
會

批
評

の
と
き

、
あ

ま

り
に
邪
路

に

陥

い
つ
た

も
の
に
對

し

て
、
警
告

を
與

ふ
る

に
過
ぎ
な

い
。
此
敎

授

法

は

甚

だ
有
効
で

、
動
か
す

べ
か
ら
ざ

る
基
礎

の
上
に
、
各
自

の
天
分

に
應

じ

た
特
質

が
加
は

る
の
で
、
丹
次
會
陳

列

の
繪

は
、
種

々
な

る
新

し

い
試

み

が
見
ら
れ

て
、
同

一
の
敎
場

に
學

ぶ
人
達

の
作

と
は
思

は
れ
ぬ
程
、
銘

々

の
特
長
を
發

輝
し

、
複
雜

の
觀
を

呈
し

て
ゐ
る
。
　

研
究
所

の
通
學

生
は
自
宅
か
ち
來

る
も

の
、
下
宿

に
居

る
も

の
自
炊
者
等

種

々
あ

る
。
中

に
は
毎
日
遠
方

か
ら
汽

車
で
通

ふ
人

あ
る
。

一
里
半
も
先

か
ら
電
車

へ
も
乗

ら
ず
來

る
人
も
あ
る
。
夜

の
人
達

は
、
畫

間
學
校

へ
ゆ

く

か
、

又
は
會
社

や
工
場

ヘ
出

て
勞

働

し
て
自

ら
衣
食

す

る
人
達

が
多

い
。

東
京

の
下
宿

料

は

い
ろ
い
ろ

等
級

が
あ

る
が
、
ま

づ
十

二
圓

か
ち

十
五
圓

位

ひ
で
、
小
遣

や
學
資

で

四
圓

も
あ

つ
た
ら

よ

か
。
自

炊

な
ら
座

敷
料

と

共
で

一
ヶ
月
拾
圓

以
内
で
濟

む
。
併

し

こ
れ

は
多
く

見
積

つ
た

の
で
、
土

地
馴
れ

る
に
從

つ
て
、
も

つ
と
少
額

で
間

に
合

ふ
や
う

に
な
れ

や
う

現

に

衣
食

の
料

と
學

資
ど
を
合

せ
て
十
圓

以
内

で
裕

に
や

つ
て
ゐ

る
人

も
ある
。


